
(1) 30 信号を受けているとき。

7 ~官用ブレーキ指令が /- 1-\ ていると きは 30km/h 以下にな っ

たとき。

イ 非常プレーキ指令が!れていると きは停止 したとき。

(2) 停止信号 (0 ， または 0，) 合受けている とき。

列車が停止 したとき。

(3) 停止信号 (0，)を受けている とき。

列 lji t;;停止 し ， かつ他の信号が税示した とき。

なお， ( 1), ( 2 )によ って ブレ ーキ指令が緩解 した後は， ylj 1j1の

速度が 30km/h をこ える と 再度常用ブレーキ指令が I H て ， 30 

km/h に速度が低 F した後確認放し 、しな L 、と緩角干 しないように

な っている。

3 フレ ーキ性能 と 長信勺JJl.d、凶ぷ

自動作用によ って列車運転の安全を保証する方法として J紅海

道新幹線て: i1 ， 列車 の ブレ キ性能， 信号現11'の段階，進路l壬

間長435相互の関係を次のようにJ;Q制してい る。

(1) ブ レ キ性能等(現11、凶点作成 J，~準)

7 速度読取り ，ル1

イ 定走i時分

ウ 減速度{平たん線において )

(7) ，応用プ レ ーキ

160km/h 以上

160km/h-llOkm/h 

1l0km/h 以ート

(1) ~I" 市ブレーキ

30 km/h 以卜

(2) 日り現小閃点

2% 

4 秒

1. 51 km/h/s 

1. 62km/h/s 

2.00km/h/s 

3.38km/h/s 

列車 のある {立位別に， その後方にわi く 各進協が， とのような

信号.fJl. ;j 、 tこなればよし、かを 1 表に ，k~人した凶点であって ， J.: J己

性能以上の列車を~Jl転 した場合 ， iili転の安全を (i~(.米で きるよ う

にな ってい る 。 A . T. C. t也 I一 生日 irtA般の店本 となる凶表である 。

f，'!i宝 t l u

も~I聖

胎九，.'

'h 

凶 l 停，(j場!日j で先行列市に姥近する場合

4 A.T. C 決!なによ る運転(ÝII

(1) 停車場開で I'pr! 'I'の先行列車に接近する場合。最も一般

的な場合を，]、す と図ーl の よ うになる。

A.T . C . 進路のい りは， 列市 の後JJか ら順次 30 信号 ・ 160信

号 ・ 210 信号 とな って いる。後続列iliはこれに従って太線のよう

な速度をたどって減述し ， 30 信号 |瓦 聞で列車の速度が 30km/h

以卜になったと き係必級L ーするほか， 自動的に停止するように

な って l. る。

後続列車の停止fムfrtは，先fî ?í II II;:の ある A. T.C. 進路の境界

よ り 後方であるから， たとえ先行列車が A.T.C. 進路の妓界に

緩近 した筒所に停止していても 問:mはない。

(2) 停車場に作 'j<: する場合

停車場に列車を停車させる場介は， 場卜人l進路 1 R， 2 R はj並行

にな ってレるから l辺一2 のような信号現司、となっている。

こ の特徴は 160 信サと 30 信号 の 11\ 1に 70(，'; り がある こ と ， 30 

じど う れ っ し

凶 2 停車場に停車する場合

U ,,", O} 

r ~ rl 
21< iorー衣?

F3 ~ I O 巳..!!l70
、、 l t)l i

ATCitll ~内情号 AT Ci量絡め企電導
停止矧御俄遭嗣路

信勺の終端に停止(，;; \~. (0，)がある こと である。 列車はL39現示

lこ従 っ て 70km/h 以下ま で順次速度を低下し，次いで 30 信号

を受け ， 30km/h 以下になったと き確認倣レに よっ てブレー キ

が緩解する。停止位置に停止するときは運転七のブレ ー キ吸い

による こ ととなっている。も し，停止位置を行き過ぎると 前方

lこ停止制御軌道1"1路があり， I:U発進路境界の手前に 自動的に停

止する ようになっている 。

なお ， 70 信号を"生けた U的は転てつ訟の通過速度が 70km/h

であるほか運転11年隔ならびに駅間運転時分を短縮するためで あ

り ， B 点は ， [0]-A. T. C. 進路内で信 号.(l/.ij、を変える A. T.C.

軌道 lilI路の境界で，進入側の許容速度が進出側より高くなって

いる ものを示す。

5 A. T. C. 装置の構造

(1) A. T. C. 災置の構成

A.T.C. 装置は， 地上装置と車上装置に大別される。その構

成を表 3 に示す。

表-3 A. T.C 装置の構成

軌道回路送受信機

!ー軌道回路(停止制御軌道回路を含む)
地上装置ー

A. T. C 装世

ゲーフル

停止制御地上子

-T!t内信号受信機

速度!問、査部

'- jド上装置ー| ー論理部

一速度計

一地点検知装 l佼

(2) 信号伝活方式

A.T.C. 装般の信号伝送方式には，無11ì流を加えた 7 種類の

信写を 1 ， OOOA 以上という大きな電車線71W[ (60c/s の交流)の

妨害の もとで 1ド|付信サ受信機に安定に供給し ， 地 lニ'比佐の列

車検知にも共用するため， 1tt秒、妨害に強(l 、本電源同知1 AF.SSB 

方式を採用している 。表 4 に信号径別別に軌道回路電流の周波

数を示す。

表ー4 信号種別と軌道回路信号電流 (c/s)

で~信号種別 加 I 1ω 川初 l ぬ f空手
¥ t量三下~ 信号信号 信号 信号 信号仙 l

ギ 搬送号ト$五 LbLli … 叫 29……iつで7~II 周波数 .... ~ LV '-I~ ........"'10 ..........", .. ......, ., .....~~，~ ' .. / い ←

IlωX 14 =以Oc/. 1 ~30 1 825 1 制 | 州側 1 900 1 /
紘同X17 = 1.020c/~ 1 ， 0 10 1 1.∞5 1 998 1 99川 984 1 

ーヒ いωX12=720 c/. I 730 I 735 I 742 I 749 I 756 
魚川X 15=捌c/叶 910 1 915 I 922 1 92引蜘

(白) 電源周波数 6O c/. の場合

(3) 地上装ぼ

840 

原B_H的には 自動閉そく rl:; の (6 l~;，装置と[，，]じていあ って，軌道1"1

路 ・ 軌道回路送信機 ・ |寸支ft-~.機からできている。

軌道回路長は，信号電))のJ唄失を考慮して 1 - 1. 5km 起度に
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